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序

国指定史跡上之国勝山館跡の環境整備事業は昭和54年に着手し本年を

もって11年を経ました。

この問、様々な遺構遺物等が検出され、勝山館跡の重要性が次第に明ら

かになって参りましたが、尚解明されるべき問題が山積みしております。

また、昭和63年度より勝山館跡調査研究専門員としてお願い申し上げ

ている神奈川大学教授網野善彦先生、東京大学教授石井進先生、京都大

学教授朝尾直弘先生、函館大学教授榎森進先生 山形大学教授仲野浩先

生には御多忙中にもかかわらず御指導を賜わりましたことを心より御礼

申し上げる次第です。

諸先生の御力により勝山館や、中世の上ノ国の世界が 1日も早く明ら

かにされることを願っております。

上ノ国町が構想、中の「北海道中世の丘」建設にも勝山館は重要な位置

をなすものと思われます。

町づくりの事業との連携もさせながら、更に本事業の前進を期すもの

であります。

文化庁はじめ関係諸機関、諸先生方の一層の御指導、御鞭達を賜わり

ますようお願い申し上げます。

平成2年 3月

上ノ国町教育委員会

教育長 和 泉定夫
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例

1.本書は史跡上之国勝山館跡の平成元年度環境

整備事業に伴う遺構確認発掘調査と環境整備

事業について概要をまとめたものである。

2.環境整備工事については文化財保護審議会特

別委員をお願いしている北海道大学 足達富

士夫先生、建築遺構の調査検討には同じく、

文化学院、鈴木亘先生、歴史的考察等につい

ては同じく、函館大学複森進先生、山形大

学仲野浩先生、東京大学石井進先生、神

奈川大学網野善彦先生、京都大学朝尾直

弘先生から御指導を賜った。

3.本年度の発掘調査は次の体制でのぞんだ。

調査主体者上ノ田町教育委員会教育長

和泉定夫

指導上ノ国町文化財保護審議会特別委員

北海道大学教授 足達富士夫、文化学院講

師鈴木亘

勝山館跡調査研究専門員 函館大学教授緩

森進、山形大学教授仲野j告、東京大学教

授石井進、神奈川大学教授網野善彦、

京都大学教授朝尾直弘

主管上ノ国町教育委員会文化課課長関

登志夫

修景技術専門員 山崎重任 (上ノ国町建設課

長)

発掘担当者学芸員斉藤邦典

調査員 学芸員松崎水穂

4.本書は松崎、斉藤が協議の上斉藤が行った。

本書は I、II、III、IVを斉藤、 Vを松崎が執

筆した。

5.挿図の作成は執筆者の指示に従い作業員が行

なった。挿図中の北方位は真北を示す。

6.写真織影はみみずく工房 笹野武則氏の御指

導を得て斉藤が行った。

にコ

7.調査にあたっては次の関係機関と各位に多大

な御指導と御援助を賜った。

文化庁記念物課安原啓示、服部英雄、岡村道

雄、加藤充彦、増淵l徹、北海道教育庁文化課 裳

田敏雄、増田信幸調査班森田知忠、田中哲郎

桧山教育局 村山誠己、本村幸生、慶応大学佐

藤孝雄、専修大学亀井明徳、秋田大学新野直

吉、東北学院大学大石直正、北海道教育大学

佐々木馨、君矛彦、札幌大学 原田信男、東洋文

庫渡辺兼庸奈良国立文化財研究所沢田正

昭、元興寺文化財研究所 内田俊秀、東京国立博

物館伊藤嘉章国立歴史民俗博物館吉岡康

暢、福田豊彦、小野正敏、西本豊弘、小島道裕、

佐賀県立九州陶磁文化館 大橋康二、朝倉氏遺跡

資料館南洋一郎、近江風土記の丘資料館秋田

毅、瀬戸市歴史民俗資料館藤淳良祐、たばこと

塩の博物館谷田有史、山梨県立考古博物館 田

代孝、岩手県立博物館 名久井文明、佐々木清文、

福島県立博物館 森幸彦、三春町歴史民俗資料館

原宏、伊藤雄一、中村五郎、平泉町郷土館 荒木

伸介、北海道開拓記念館 三野紀雄、山田悟郎、

小林幸雄、甲府市史編纂室 数野雅彦、郡馬県史

編纂室能登健、北構保男、鎌倉考古学研究所手

塚直樹、河野真知郎、馬淵和雄、山梨文化財研究

所萩原三雄、石川県埋蔵文化財センター 垣内

光次郎、北海道埋蔵文化財センタ一 大沼忠春、

越田賢一郎、三浦正人、遠藤香澄、中田裕香、甲

府市教育委員会 佐藤裕仁、鈴木俊雄、能代市教

育委員会粕川村教育委員会小島純一、鎌倉市

教育委員会玉林美男、浪岡町教育委員会工藤

清泰、木村浩一、八戸市教育委員会佐々木浩一、

藤田俊雄、市浦村教育委員会 佐藤智雄、森町教

育委員会藤田登、八雲町教育委員会三浦孝一、

柴田信一、七飯町教育委員会 石本省三、松前町

教育委員会 久保泰、乙部町教育委員会森広樹、

今金町教育委員会寺崎康史
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I 調査 概 要

1.調査

本年度調査対象地区は館主要平担部北側肩部分

及び段下の大手空壕跡周辺である。尚同地区は中

央部を東西に御代参道路が走り南北に二分されて

いる。今年度は昭和63年度トレンチ調査を行なっ

た北側部分を行なった。調査は 7月13日より 12月

18日まで行い1400m2実施した。調査方法は従来通

り20mx20mの大グリッドを25分割した 4mX 

4 mの小グリ yド方式とした。また柵列跡周辺、

建物跡周辺の調査に際しては従来通り柱穴配置略

図を作成し柱穴聞の重複、覆土の状態を観察しな

がら柱穴を掘り下げた。尚焼土等は半載しセク

ション図作成後掘り下げ土壌のサンプリングを行

なった。遺物取り上げは 1. II層は 4mX 4 mの

グリ ッドを 4分割した 2mX 2 m毎の一括取り

上げ、遺構面である III層は笑i~IJ図作成後レベルを

附して取り上げた。

7月 調査区内 4mX 4 mグリ ッド設定。概列跡

周辺表土除去。遺構確認作業、焼土、概事IJ、柱穴

検出。

8月 捌}列跡周辺調査。同柱穴配置略図作成。同

平面図作成。段急傾斜面表土除去、旧道跡周辺表

土除去。

9月 旧道跡調査。旧道跡検出。階段状遺構検出

空壕跡周辺表土除去。

10月 空壕跡周辺調査。空壕A.B検出、土墳l、

2、3検出。

11月 建物跡周辺表土剥ぎ。空壕跡実iRIJ。写真撮

影建物跡周辺調査。同柱穴配置略図作成。

12月 建物跡周辺調査。全調査区写真撮影。建物

跡周辺、柵列地区埋め戻し。終了。(斉藤邦典)

2.基本層序

I層表土。10YR3/3暗褐-10YR4/4褐シルト。

草根多量。やや密。

II層 館廃絶後の自然堆積層。10YR3/3暗褐-10

YR4/4渇シルト。やや密。炭化物。OS-a混入

細分される。OS-a純層も含まれる。

III層 館機能時の整地盛土層。10YR4/4褐-10Y

R5/6責褐。密。ソフトローム粒、炭化物、基盤礁

等含有する。細分される。

HγA層 空壕A覆土。10YR4/3にふ、い黄褐-10

YR5/6黄褐シルトと基盤砂礁のj昆層。基盤砂磯純

層も含まれる。やや粗。

III B'層 ZE壕B覆土。10YR5/4tこぶい賞褐-10

YR5/6賞褐シルトと基盤砂際、ロームブロ ックの

混層。密。堅致~やや組。

IVa層 縄文期以後より館が機能する直前までの

自然堆積層。黒。シルト -7.5YR3/3日音褐シルト。

IVb層 10Y R6/6明賞褐火山灰。やや密。

IVc層 縄文期包含層。10YR4/6褐シルト。やや

丁層。10YR5/4にぶい黄褐-10YR5/6賞褐。ソ

フトローム。

3.環境整備

今年度は今年度調査区内の段急傾斜面、空糠

A.Bの芝張1203m2、8号地割面掘立柱建物跡の

平面表示を行った。

4.保存処理

昭和58年度より国の補助を得て勝山館跡出土の

鉄製品、木製品、漆器の処理を行っている。今年

度は鉄製品1600点、木製品は640点をエタノールに

よる表面処理を行なった。 (斉藤邦典)

II 遺構確認調査

1.目 的

昨年度大手空壕地区北側にて東西にトレンチを

設定し掘り下げた。その結果昨年度調査区である

大手宝塚ー地区南側と 同様に空壕A.Bが確認され

た。これにより空壕A.Bが南北に伸び、大手空

壕地区を南北に横断する事が確認された。また空

壕B外側に平担部があり昨年度同様建物跡の存在

が予想された。これらの事より今年度は空壕A.

Bの規模、平担音1¥建物跡の調査、さらに段上柵列

及びその内側の附属施設の検出を目的とした。
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2.検出遺構と遺物

l 柵列跡

(1)位置・概要(第 2図)

勝山館主体部は寺の沢と宮の沢に狭まれた台地

上にある。この台地は大きな三段の平担面より作

られている。そのうち一段目と二段自の平担面と

の落差は 5m余りあり、約40。の急斜面となる。こ

の二段目平抱函端部より昨年度同様、柵列跡、柱

穴群等が検出された。

(2)層序 (第2図)

図によると棚列溝は約80cm程の盛土整地層で

あるIII層よりの掘りこみである。SPK-K'では

3条の棚列j蒋が観察される。これによると中央の

棚列構と内側の棚列溝が重複しており内側が新し

い。また外側の溝とは重複関係にないが平面図で

見る限り 16K1区では中央の構に切られており最

も古い。

(3)規模・附属施設等

概列は昨年同様台地肩部分にて検出された。調

査区内南側16K1区附近では 3条、中央部16L4 

区附近も 3条、 16L1区附近ではさらに外側に 2

-3条程浅い構と小ピ yトが検出されたが、他の

3条と比べても柵列の講といえる程し っかりした

ものではない。これらより初日列溝は 3条と考えら

れそれぞれ時代差をもっと思われる。きて棚列の

内側IJでは多数の柱穴が検出され柵列に伴なう附属

施設が予想、された。施設削としては柵列の内側の

控柱が検出された。図上P132、P225、P90、P

211、P29等がそれに当たる。いずれも棚列に対し

てほぼ直角となり、柵列との距離は 1m程とな

る。図上P225、P56、P119、P46は建物跡と考

えられる。

(4)焼土 (第3図~第 5図、表 2) 

10基硲認された。調査はいずれも半載しセク

ション図作成後覆土をサンプリングした。

焼土 1(第4図 SPA-SPA')

昭和55年度調査の際のトレンチにより半分程破

壊されている。残存部は 1m程の半円状をなす。

第4図覆土のは木炭と熱を受けて赤褐色となって

いる粘土塊の混層である。覆土中の成分は粘土塊

木炭が主体をなし、陶磁器片、鉄製品破片、 3mm 

大のスラ ッグ、土器片、フレーク等が含まれる。

焼土2 (第4図SPB-SPB')

55cmx38程の不整形をなす。覆土中の成分は木

炭、獣魚、骨が主体をなし、スラ ッグ、鉄製品破片

土器片、フレーク等が含まれる。

焼土3 (第4図Spc-c')

3基の焼土が重複している。古い方より40cmx

50cm、55cmX55cm、52cmx60cmのそれぞれ不

整形をなす。覆土中の成分は獣魚、骨、鉄製品破片、

鍛造剥片、木炭が主体をなし、陶磁器片、スラ ッ

グ種子等が含まれる。

焼土4 (第4図 SPD-Dう

52cmx45cm程の不整形をなす。覆土中の成分

は粘土塊、鉄製品破片、鍛造剥片、粒状淳、スラ ッ

グが主体をなす。他に陶磁器破片、獣魚、骨等であ

る。特にスラ ッグは 5cm X 2 cm -1 cm x 1 cm 

程のもので中には陶器片が混入しているものや、

鉄製品にスラ ッグが附着しているものも見られ

た。

焼土 5 (第5図 SPE-E')

調査区外南西に伸びているため全体はつかめず

推定直径50cmの不整円形。覆土中の成分は粘土

塊が主体をなす。他に木炭、スラ ッグ、稜子等で

ある。

焼土6 (第5図 SPF-F')

65cmX55cmの不整円形、覆土中の成分は粘土

塊、木炭、種子、陶磁器破片が主体をなす他にス

ラッグ、鍛造刺片、獣魚、骨等が見られる。第5図

覆土2は粘土塊純層である。

焼土7 (第5図SPG-SPG')

30cmx25cmの不整円形をなす。覆土中の成分

は木炭、獣魚、骨である。

焼土8 (第5図SPH-SPH')

3基の焼土が重複している。古い方より残存昔日

60cmx70cm、30cmx40cm、30cmx35cm程であ

る。覆土中の成分は木炭が主体をなし他は徴量で

ある。

焼土9 (第5図 SPI-SPI')

70cmx70cmの不整円形を呈する。覆土中の成

分は粘土塊、木炭の他は徴量である。第5図覆土

lは粘土塊純層である。

焼土10(第5図 SPJ-SPJ')

65cmx20cmの不整円形をなす。覆土中の成分

は粘土塊、木炭の他は徴量である。

(5)出土遺物(第6図、7図、 PL10、11、17、18)

陶磁器、青磁、白磁、染付、唐津、美濃、志野

の碗、皿、越前等の播鉢が出土している。住2
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表 15L 25 -16 L 10区土層観察表

図層 版序Nu
層 トI 色 ;tj 

土性 S且 成 {街 .>; 
基本層F干 小区分 細別 JIS notation 土 色

10Y R4/4 禍 シルト やや相l

2 Il 10Y R4/3 に.;;~、賀補 シJレト やや事1l

3 111 I 10Y R4/3 シルト 却~屯 zft包c，帯歯，ウ「ロ 3〆，.ク10-1596 やや官

4 [11 2 口ム'oIlf.:J 州政 官

5 111 3 10YR2I3 .'.1.¥ 蝿 シ"ト 調f此~fl~ヒ 4雫R脂"τr5E90，7E P誹"唖T<.:k3町e やや机

6 111 4 10、R6/6 明lI，偽 'PA命宅事f与F奪旬 室3"，ee やや苗

7 111 5 10Y R6/4 によい前世 シルト 'ロ，-，ぇ晶τrc -' ? I09o 

8 10Y R5/4 に」円、貰掲 ンルト 勿ロ亀土'ム，プつ'0ロ ; タp僧3民0大・"脱ャ化そ物同制円品。・~ 'J 、 IU'.. 冊列離土

9 10Y R5/4 に..:い賀描 シJレト 剣ロ良ー川ム'ププロロ ; クク徹1風h やや的l 開刊醒土

10 lOY R5/4 によL、貰蝿 シJレト "陀，.唱曲 やや密 閉列曜土

11 1OYR5/4 に.;ごL、;'.1.¥槌 シルト 焼o土s粒 a o 19b 5H やや密 閉列醒土

12 10Y R4/3 に.;;~、賀栴 ンルト 却otdsL'JE a勺"骨骨〆ク3" やや相l 同列置土

13 10Y R4/3 にAごい貰椙 シ'"ト やや官 柵列車土

14 10Y R5/4 に.i;い賞禍 シルト 続ロー土'ムNプロ O;~ク均<9，一 開列置土

15 10Y R4/3 にぷ、、1町蝿 シルト ロ '-与でfロ '-'3-59.， IJl 同列置土

16 10Y R4/4 蝿 シルト ややき11 開問覆土

17 10Y R4/3 に.;;~古賀醐 シル卜 i蝉t~量J二V車4t1k1咽..ト砲E膏fEt5-9晶(岨匝.，、@-"、0)) やや官 槻列闇土

18 10Y R5/4 によい貰禍 シ1レト M口屯fヒ申4脚高勺fロZJ96915Eb 暢列置土

19 10Y R5/4 に.i;い貰禍 シルト 呂輯ムJFJLfるさ:!，:"am1ヒ茸土位19t9h やや官 冊開祖土

20 10 Y R5/3 によい黄禍 徹m，fjヒ、ρ軸qnm71h90《'iGJe'aG33 やや密 閉列覆土

2[ 10Y R4/3 に.i:p';1i禍 シJレト nロ"じ唱... ーFで7ロu:6'ク3型b 冊列醒土

22 10Y R6/4 によい貰担 シYレト ローー』晶τ.，.'".. :7109-& やや官

16 L 2・7区土層観察表

府

J}:;l.ド踊序

序

小区分| 細別

色調 l 日

J15 notation土色| …

1OY R5/4 1 によい前掲| シルト |略放

10Y R4/4 I陥 | ンルト } 

制l 成 fjij .>; 図版"^
暗 j干""

2 

3 

4 

5 
6 
7 

8 

9 

官

日
一
山
一
川
一
山
一
山

1OY R4/3 Iによい賀補
10、R4/4 I禍 yルト |ぜ工立与む勺ts-e

万ill石Z一一一一吉ヲZ一一一
ロームブロ，ク<9.

やや相1

やや相i

やや奮10Y R4/4 禍

10Y R4/4 禍

10Y R4/4 禍

ロ ムラ百予三百孟
ンルト iiuヒ鞠 3" 

ロームブロ，ク
IJtft::輸御台r't'r局面

ンルト やや肌 ビ，ト 曜土
一一一一一一主~τ予E守
ややtll UlIリ H
;;7-Tτ 

1OY R4/3 Iに山い貫徹 ロームプロ ，ク 10"

10Y R4/4 I禍 | ンルト l雌仕軸 2"b 
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表2 焼土成分表

サンプル 成 分(g)

焼土No. グリ yト 総量(g) 木炭 種 子 植物(民化) 五l'f 鉄(jD 鉄分 スラ ，，/ 鍛造剥片 li，レ鉄 陶磁器

16 L 3 20360 3l. 6 4.6 l.9 4.5 8.7 4.3 9.1 土器32.77レ-:7441 

2 15 L24 12270 17.0 6.8 l.3 2.3 土器46.27レーク 8.2

3 16 L 4 73030 9.0 0.9 18.6 13.4 0.8 l.3 11.1 15.7 7.1 土器54.67レ ク14.2

4 16 L 5 114640 14.4 0.9 1 7 24.9 12.0 256.0 2l.0 7.6 l.6 粘土塊2180土器737レ-73.3粒状捧11.8

5 16 L 5 26340 20.5 2.1 l.1 3.8 4.9 粘土塊1640土器77.47レーク4.0

6 16 L 5 27150 46.1 37.3 2.7 3l. 6 2.1 l.8 6.2 25.2 粘土塊6085土器108.97レ-78.8軽石、石製品11.0

7 16 L 5 5960 5.4 2.7 3.1 土器25.37レークl.6石製吊¥30.3

8 16 K 1 38300 35.9 5.5 l.8 l.3 3.8 14.3 土器5.8フレーク5.2粘土塊

9 16K 1 14930 6.0 l.0 l.0 0.9 6.8 粘土塊

10 15 L22 4550 9.6 l.4 l.1 土器9.9粘土塊

8 



表 3 焼土土層観察表

色 弘司
焼土No グリ ント

層序No. J 1 S notation 土 色
土性 キ且 成 11m Aち

焼土 1 16 L 3 l 10 Y R4!3 にぷい黄褐 11 ccmm大大炭焼土化礁物}打昆合層 Jやムヤ判|

2 

焼土2 15 L24 1 7.5YR4!4 褐 焼土佐がiftる

2 10YR4!3 に，}，い賞褐 ンルト 2.5 Y R5/自明赤禍29焼6土 10% ロームブロ yク やや判|

3 10 Y R4!31 にぷい賞褐 ンノレト 焼土 10% やや'&

4 10YR4!4 褐 炭化物 2% やや制|

焼土3 16 L 4 l 10YR4!3 に... ).;-い賞褐 ンノレト 焼土粒 3% %微小砂白喋色粉5% ロームブロ ~ 7 2% á~tlr 5% やや判l

2 10YR4!4 褐 ン/レト 炭焼化土粒化 103% % やや判|

3 10YR4!4 褐 ンノレト 炭焼化土粒物 11% % を;

4 10 Y R3!3 i暗褐

5 7.5YR5!6+10Y R3!3 明褐+11古褐 ンノレト 炭焼化ゴニ粒物 21% % ややキ11

6 10 Y R5!4 にぷい寅褐 ンノレト 炭焼土化粒物 (微粒子1%) 自主主主 密

7 lOY R4!4 褐 ンノレト 白色粒 2% ややキ11焼土粧(微粒子)iU

8 10YR4!3 にぷい賀補 ンルト 微粒子 、焼土粒ilt ややキ11

9 

10 2.5Y R5!8 明亦褐 焼土純!習

11 7.5Y R4!4 褐 やや制J

12 7.5Y R312 黒褐 微中松 子 、焼土 粒が?1tる
焼粒入る やや制|

焼土4 16 L 5 l 7.5YR4!6+10YR4!4 褐+褐 焼炭化土佐物 TE5t層% やや制l

2 10YR4!4 縄 ンノレ卜 ロームブロ /'7 3% やや制lJ$tilニヰtJ 15% 

3 ロー ムブロ /''7 1% 

焼土 5 16 L 5 l 10YR4!4 禍 ンノレ ト 焼土 粉 10% やや箆

2 10Y R3!3 H音褐 シノレト 粘焼土 40% % 粘 土 409--'o やや密
jニ礁 40 

3 焼土障壁!冒 I~~ 3.& やや密

焼土 6 16 L 5 1 

2 :炭焼土 礁物層2cIIl大
fヒ 3% t~安 部〈 やや相i

焼土 7 16 L 5 1 2.5Y R5!8 明赤褐 焼土 純層 やや制l

2 7.5Y R4!4-4!6 褐 lOY R4/4+焼土山!冒 やや品|

焼土8 16 K 1 I 2.5 YR5!8+ 7. 5YR4!4 明亦褐+褐 シノレト 焼土 喋炭白粉化物 5%出入 2色、

2 ロームプロ γ ク+焼土粉

3 7.5Y R4!4 褐 ンノレ卜 焼炭土粉化物 3% 白粉 3% やや往

4 10 Y R 4 !3，J¥" I床 にぶい黄禍 ロム7"ロ yク 10% 弦一
焼土粒 B黙認c

5 10 Y R3!2 黒褐 ンノレト
炭化物 3% 焼土 佐 10% 曜日

焼土9 16 K 1 1 炭焼土化司物君l習10% 

2 10 Y R4!3 にぶい賞褐 却匡ゴニ来オ立ヲヮ
炭化

5I5Fbo 6 ややキIl

3 ロ ームブロ ~ 7 J晋

焼土10 15 L22 l ;焼土純j晋

2 7.5YR4!4 ;焼土粒 10% 

3 10Y R4!4 褐 焼土ブロ yク喋 ややit
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青磁 PL10-1は直口縁無文の碗で体部がやや る。その他第6図6(PL 6)の鉄柑の碗で口唇が

張る。内面見込みには印花がある。胎土は灰色を 厚〈括れが小さく、直立に近いもので粕調は茶色

呈し、利調は暗オリープ色を呈する。口縁下には 味が強いもの等がある。

横線が捕かれる。高台裏は露胎である。その他直 唐津皿では PLll-9、第6図3を初めとし

口縁蓬弁文の碗、稜花皿等が見られる。 て灰利で見込みに胎土日積の重ね焼痕がある。重

白磁 PL10-17は外面に雷文の省略形を施し ね焼痕は 3つのものと 4つのものがある。いずれ

た碗である。口唇が肉厚である。PL10-43は底部 も』阿部下半より下は露胎である。

より一気に外反する皿である。 志野 第6図4(PL10-33)の筒形碗がある。

染付 第6図lは内湾する皿で内面口縁に四方 極めて肉厚である。内面には欽利で巴文が描かれ

惨文、見込みは山水人物が描かれる。外面は口縁 る。高台は小さい、畳付以下露胎、胎土はやや予定

部に圏線、)J阿部に折校文、高台脇には 2条の図線 い。

が描かれる。高台内には 2重の圏線で囲まれて大 播鉢 (第7図7-13、PL14、15)

明年造が描かれる。(PL10-52)。第 6図 2 図上では 8を除き越前系のものである。8は珠

(PL10-53)は端反りの皿で内面口縁に圏線、見 洲系と思われる。越前系では口唇が内削ぎ気味で

込みには草花文が描かれる。外面は牡丹唐草が描 ほぽ水平をなし、口縁直下に凹線があるもの等が

かれる。畳付、高台内は蕗)J台である。骨付きは面 ある。

取りがされる。その他碁筒底の皿で見込みに吉祥 欽製品 (第7図16-21、PL17-8-13)

文が描かれるもの等がある。 第7図16は小刀である。下端部が刃部となる。第

美濃・唐津 ・志野(第10図、 PL10-11) 7図17は和釘である。残存長17.5cm、厚さ 3mm 

美濃、灰粕で PLll-2の折縁菊皿、 PLll-23 程の偏平な形状を呈する。頭部の折りこみも少な

の鉄粕の碗でやや外聞き気味で高台が小さく、口 くさっぱ釘の一種と考えられる。第7図18は断面

唇は薄く直線的でレある。高台、畳付きも施秘され が偏平なもので下部にいくに従い薄くなる。平面

o cl 

にみノ
G 5cm 

第 6図 棚列跡周辺出土遣物
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形では下部にいく程幅広となる。そして下端部は

隅が角張らず丸味を帯びる。錆の附着は著しいが

さほど鋳化は進んでいない。工具の一種と考えら

れる。第7図19は小札である。第7図20は断面形

が上端よ り中央部にかけて円形を呈し、下半部は

台形状となる。平面形では図のように上部は表面

は鉄であるがすぐその内側に厚き 2mm-1 mm 

程の木がはめこまれており、さらにその内側はま

た鉄となる。乃ち鉄と鉄の内に木がはめこまれて

いる形となる。尚木質部は観察できる範囲内では

上端部より下にいくに従ぃ薄くなる。下部は鋳化

が著しい最下部は刃部と思われる鋭角な部分が存

在する。ノミ状の工具と考えられる。21は断面長

方形の偏平なものである。用途不明。

銭(第17図13、14)

13は洪武通宝、14は永楽通宝である。14は16L5 

区焼土6覆土よりの出土である。

銅製品 (PL18-32 -34、38、39、41、42)

32は上半部はハート形の文様が透かしで入って

おり、胴部には径1m程の円形の透かし模様が無

数に入る。そして写真に見られるように胴部下半

より内部へ鋲が 1本打たれる。内部に入っている

鋲の先端には鋭角な鋸歯状の縁辺もつ円形のもの

が2本つく 。用途不明。33は先端が二又に分かれ

る鋲である。34は上半音1¥円を描〈箇所の断面は円

形不半部は長方形をなす。下部は二又はわかれる。

38は銭が溶解したもので緑青が発生している。39

は上部よりの写真である。上端はゆるく湾曲する。

下部及び左側は欠損している。全体として内側に

湾曲し蓋状となる。側面より見ると下部には幅5

mm程のつまみ状のものが左端~右端へ一本でつ

ながっており、右側には径 1cmの穴があけられ

る2cm程の高さをもっ。42は厚さ 1mm程の銅

板を折り曲げたものである。内部には鉄錆が附着

する。

石製品(第7図22-24、PL17-38、43、52、56、

57PL18-1、2、6、7、l3， 14) 

硯 (第7図22、PL18-1、 2) 

第7図22(PL18-1)は擦面及び提右側面にや

や荒い擦痕多数有、砥石としての再利用が考えら

れる。石の色はグレイみの緑である。PL18-2は

表面及び提の部分は剥離された状態となってい

る。石の色は灰色である。

碁石 (第7図23、PL18-7) 黒色を呈し表面

12 

はつるつるしている。

砥石 (第7図24、PL17-38、43、52、56、57、

PL18、13、14)

第7図24(PL18 -13)は上端部表裏に研ぎ面が

ある。そのため最上部は薄くなっている。研ぎ面

の擦痕はやや荒い。PL17-38は4面に研ぎ面があ

る。擦痕は上下側面がやや荒い。石質は他に比し

粒子が荒〈、重い。断面は長方形を呈する。長さ

6.5cm、横幅4.2cm、厚さ 2cm程である。PL17-

43は研ぎ面が下側面及び上側面にある。研ぎ函の

擦痕は細かくやや綴細である。板状剥片である。

PL17-52は表裏面2面を主な研ぎ面としている。

左右下隅側面にもわずかな研ぎ面が見られる。表

面は細かな擦痕が斜行する。裏面及び左右下隅側

面は肉眼で擦痕が観察出来ない程綴細であり、表

面がつるつるした状態である。断面形は板状て。あ

る。長さ5.5cm、幅3.4cm、厚さ 7mm程である。

PL17-56は上面、左側面 2面に研ぎ面がある。研

ぎ面は微細でつるつるした面をもっ。下面には極

めて荒い幅 1mm、長さ2.5cm程の擦痕のみが5

条混入る。裏面は剥離面となる。長さ5.4cm、最大

幅2.3cm程である。PL17-57は表裏面 2面が主な

研ぎ面となる。56、52に比し研ぎ商の擦痕はやや

荒〈肉眼で観察出来るが表面はつるつるしてい

る。尚表面はU字状に窪んだ状態で、友端は研ぎ

により薄くなっている。尚右側面も若干荒い擦痕

が入る。断面形は左端へ行い程薄 くなる二等辺三

角形を横にしたような形である。長さ10.5cm、最

大幅5.3cm、最大厚3cmである。

茶臼 (PL18-8) 

上臼である。主溝により 8分割され、高Ij講を任

意に入れる。

2 空犠跡

(1)位置・概要

概列跡が検出された二段自の平担面端部直下に

北西~南東へ空壕が二重に掘られている。内側の

空壕底と二段目端部との高低差は 9m、約40'の角

度の急傾斜面となっている。二条の空壕は昨年の

調査区同様に平行に掘られている。外側の空壕二

附近で 3基の土1賞、壕を渡る橋跡注l等が検出され

た。

(2)空壕 (附図)

内側の空壕Aは幅5.6m-9.2m、深さ1.4m-2

8m、延長37mで北西の小沢へ北へ曲折しながら連
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表 4 14 L 22ー 15L 12区土層観察表

層 序 色 3司

層図版序M川U 土 位 士宮 成 {崎 Jj 

基本層序 小区分 紺i別 JIS notation 土 色

1 I 10Y R5/6 に.hい黄褐 ン ノレト 基;~~夜襲争士低ヅ一ミ，6極09大b 3 526 やや宮

2 I 10Y R4/3 に.，-い賞褐 ンルト

3 2 10Y R4/3 にぷい黄褐 ンノレ卜 JAι、，包aLE司1製ニ缶ウ伝fブロヒ5ノ0'予ク6plιλ、 やや組

4 I 10Y R5/6 賞 褐 ンルト 基盤喋極小~極大 1.2!l% やや密

5 I 2 10Y R5/6 主t 褐 シノレト 基盤型軽中極大50% ~ルP!ペリヨホjihLtず12ニ三会議8

6 I 3 10Y R5/4 にぶい1i'l褐 ンノレト 1a0 ggY aEeR，S6値民K6，1ロ、ー一也直L属チ‘ウミ2f5ロfヲ6ノク(-く ス〉 堅致密

7 4 10Y R5/4 に.hい賀補 ロシ Jレム世ト 基盤礁10% 祖6強 6よリ暗い
8 5 10Y R5/4 にJごいli，(褐 ン Jレト 基盤喋5% やや組

9 6 10Y R5/4 に.，-い賞褐 :，.' )レト やや粗8よリ若干暗い

10 7 10Y R5/4 にぶい鼓褐 ンノレト 1ao e，Y h信号R艇618/6多bロ -Lぐラてア，守ロラクと牢白〈世{三喝プUt LL、る ベ6ヨ4ペこu土じ'Aし枯i<E苛場、、

11 8 10Y R3/4 ß~ 褐 ン Jレト 基盤礎2% やや粗(中)7に近似
12 9 10Y R5/4 にぶい'11'(褐 ンルト 10Y R6/4ロームブロヴク(やや亦昧) やや凱
13 10 10Y R4/6 褐 ンノレト Na+Nbの泌層

14 II 1 10Y R3/4 11音 褐 ン Jレト 基盤喋小2% 昔、 15よりやや明るい
15 II 2 10Y R3/4 H念" 褐 ;/ Iレト 基盤障壁2%-5% やや笛

16 III B l 10Y R3/4 ag.禍に.，.い賀補 ンノレト 基盤喋極小2% 14と15の中
17 III B 2 10Y R5/6-5/4 ，'1( 褐 ンノレト 基盤型軽極小~極ベース60% やや笛

18 III B 3 10Y R5/6 主t 禍 ;/ Iレト 基盤小~極大10% やや笛

19 III B 4 10Y R5/6 古〈 褐 ン ノレト ~繋喋 5%、サラサフ やや組

20 III B 5 10 Y R5/6 v'l 褐 基盤砂喫 やや密

21 III B 6 10Y R5/6 ，¥'i 褐 ンルト !Ji量産砂障壁1000 基盤障壁5% やや密

22 III B 7 7.5Y R5/6 日月 褐 サフサラ 'If; 

23 III B 8 10Y R5/6 古t 褐 ンノレト jlL館際大l ③ガフガラ
24 III B 9 R 法盤砂時竪層 10 Y R6/4ンノレトまじりサラサ7
25 III B 10 10Y R5/4 に」ごい賀補 ンルト ;1&骨量破極大59匂 やや中日

26 III B 11 10Y R3/4 11古 褐 ンノレト え..，句れ'埋たまロじりム590 l草主主
27 3 10 Y R4/3 にぷい賀補 ;/ Iレト 基盤障壁極小
28 4 10Y R4/3 に」山、武褐 ンルト 基繋型車 27に比し粗
29 I 5 10Y R4/4 褐 ン Jレト Jb盤礎、炭化物10% やや密

30 6 10 Y R4/4 褐 ンノレト 基盤砂喋炭化物1%
31 II 1 10 Y R4/3 に.，.ぃ!Il禍 ン Jレト J&鍛砂磯浪人
32 II 2 10Y R4/4 褐 ンノレト 基盤砂障壁iJ.t入
33 7 10Y R5/6 !Yt， 褐

34 II 3 10 Y R3/4 11古 禍 ;/ 1レト やや芭

35 III A 10 Y R5/6 tl'( 褐 ンルト λII鳥」時笥鑑仲11.'1:::暢H111+903tML ，惜.io鴫 Q但 5"0

36 III A 2 10 Y R5/4 lこ~;.;'1v、，1'(禍 ン Jレ卜

37 III A 3 10YR5/4 に~;.:1v、品i褐 ;/ Iレ卜 基盤喋極小20% やや密

38 III A 4 10 Y R5/4 lニ~;:\-、 11'(鵠 ンルト )1:懲砂時型層

39 III A 5 10 Y R4/4 褐 ン Jレト 基盤砂障壁 やや相l
40 III A 6 10 Y R 4/3 に~;.:1v、tl'l褐 ンル卜 fdApj弘レ子'ま縫(，じ少*りιJ(併Pく骨反ダ〉スTE〉Jhら'旋4匹Jν*，'0・4 ややit;
41 III A 7 10 Y R5/4 にJ山、!.w.褐 ンルト 基盤砂礁 やや担l
42 III A 8 10 Y R 4/3 に.hい!!'i.褐 ;/ Iし卜 Jt盤砂時型 やや判i
43 III A 9 10YR4/3 に.1'し、抗禍 ンルト ~能砂障壁炭化物 2% やや.11
44 III A 10 10Y R5/4 に~;:1v、s'i褐 ;/ Iレト 基盤砂型軽40%
45 III A 11 10 Y R5/6 抗 褐 ンルト Janiy障壁30% ややキIl
46 III A 12 10Y R4/4 褐 ンルト 』在韓砂際 6cm角 やや軒l
47 III A 13 10YR5/4 にぶい古t褐 ンノレト J4盤砂官官 やや相l
48 III A 14 基盤砂障壁 やや管

49 III A 15 JJi ~~li'Þ喋 やや腎

50 III A 16 やや軒1
51 III A 17 基盤砂障壁炭化物1000
52 III A 18 10Y R5/6 主t 褐 ンルト 基盤砂磯

53 III A 19 10Y R5/4 lこJ山、;''(1品 シノレト 基盤砂障壁10%
54 III A 20 基盤砂障壁 やや密

55 III A 21 基盤砂畷 やや組

56 III A 22 10Y R5/4-5/6 に~;.:"、tr'l褐 シル卜 基盤砂概 やや組

57 III A 23 10Y R5/4 にJごい，¥'(褐 シル卜 基盤砂障壁 やや組

58 III A 24 基盤砂喋 やや科l
59 III A 25 占主税砂町聖 制!

60 III A 26 i&f!!f砂障壁 やや密

61 III A 27 基盤砂障壁 ややlt
62 III A 28 
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図版層!子Nu
層序

基本層序小区分細別

2 l 

3 2 

4 3 

5 4 

6 5 

7 II 

8 II 

9 1II. A 

10 1II. A 2 

11 1II. A 3 

12 1II. A 4 

13 1II. A 5 

14 1II・ A 6 

で又王手ヌ

10 

モミ豆富士ロ三じプ

表 4 14 L 22一15L 22区土層観察表

，調

制R 成

Jb ~;f砂畷

基鍛砂町聖

!W. 拡i |粘質土 |基盤喫3%大

表 5 空壕跡層序観察表

色 11問
性 組 成

JIS notation 色
土 {輔 考一

土

10Y R3/2 ~H 褐 シノレト 極小JH~司型、極小玉砂和JIO% やや粗

10Y R5/4 にぷい黄禍 シノレト 極小基盤砂畷 5% やや密

10Y R5/3-5/4 にぷい武褐 シノレト ;!，!;繋砂障壁 7% やや粗

IOYR4/4 褐 シノレト 極小基盤砂喋 5% やや粗

IOYR5/4 にぷい賀補 砂喋 極小~極大基盤喋 やや粗

10 Y R5/4 にJ山、jt't褐 砂号壁 極小~極大越盟主砂喋 キ且

10Y R3/3-3/4 Hii 褐 ンノレ卜 炭化物 5% やや組

10Y R3/2-3/3 .!.I.¥褐-811褐 ンノレト 炭化物 59-0 ややii'

10Y R4/4 宇品 ンルト +砂喋 やや粗

10Y R5/6 此褐 yルト +砂障壁 砂喫 2590 やや組

10 Y R6/6 IlJJ抗縞 ローム+砂喫 や極や小机~極大砂礁

10Y R6/6 i別，Y，褐 砂耳聖 極小~も巨大基盤砂喋
->(>ペコ相i

10Y R6/6 明fR.裕 砂際 極小~極大法fZ砂喋 やや組粒千が大きい

10Y R6/6 i列車t褐 砂時聖 極小~極大基盤砂喋 .¥il 

iju運動
三三~

、三ddy--、
ド ./1 、、 、、、
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第10図 空壕跡周辺出土遺物
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第 11図 空壕跡周辺出土遺物

続する。壕底部は15L 10区より32cm程の段差を

もち、 15L 7区以西では 6-20cmの段差をもち

階段状となり急{頃斜となってし、〈 。尚階段状のも

のは上から下へ順に掘られたようである。尚北西

の小沢西壁面も20-30cm程の段差をもち人工的

ロ
て二コ。

18 

にコ

G切⑬ 
く二~ 23
03cm  

となっている。外側の空壕はBはl隔1.5m-3.2m、

深さ 1m-1.1m、延長29mで空壕Aと同様北西

へ伸びて行くが北西の小沢の肩付近で月幅がすぼま

り、 i美くなって止まる。

(3)橋跡 (第9図)
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8 

Mdト、M

サ/プル

グリ，ト 総量(g) 木炭 m.化物 植物(世Itl
l号土佐Eー1714 K 10 240 l.3 10.5 

E-27 14 K 16 13 l.9 0.9 

E-:叩 14 K16 3.5 3.5 

E-52 14 K 16 1 16.3 0.9 0.8 

E日 14 K16 2.9 0.9 3.0 

E出 14 K16 3.0 0.8 l.3 

E-57 14 K 16 2.7 

l号土佐77土 14 K 16 81320 62.9 14.0 2.5 

l号土佐量114 K 16 62210 29.3 l.9 l.2 

20 

第13図 |号土域遺物分布図

表 6 号土域覆土成介表

成 分(g)

骨 tk位D 鉄分 スラ yグ 鍛造刺片

0.9 23.3 5.3 

0.9 7.3 

0.9 

0.8 

2.1 0.9 28.7 l.0 

3.9 9.1 20.6 l.3 

F 

砂鉄 陶M主総

20.7 3.1 

7.8 20.0 

1tsJ1!f 
N 耽f!.廿

，̂Ii< M j~製品

他は陶匝器

25cm 

L一一一一一一一一一一一一一+ 一一一一一一一」

フレーク 0.8

土器24.1フレ 'l 6.6 

土昔;;16.07レク3l.8



図 版
層序 No.
l 

2 
3 
4 
5 
6 

7 
8 

9 

10 
11 

12 

表7

色 調
JIS notation 土

10Y R 4/3 にぶい責褐

10Y R 4/3 によい賞褐

10Y R 4/3 にぶい黄禍

10Y R 4/3 にぷい黄褐

10Y R 4/3 に」ぐい賞褐

10 Y R 4/3 にぷい黄褐

10 Y R 4 / 4 褐

10 Y R 4/3 にぷい賞褐

10 Y R 4/4 褐

10YR4/3 にふ・い黄褐

。

O 

。

|号土壌覆土観察表

色 土 性

ンノレト

ンノレト

焼土、炭化物層

シノレト

シノレト

シ Jレト

シノレ卜

ロームプロ yク

シノレト

組 成

基盤草壁、中 3% 
基盤草壁 5% 

ロームプロ ~J

基盤草壁 2% 
基盤礎 5% 
基盤磯 1%、炭化物 2% 
焼土粒5-7%、炭化物 3% 
赤褐基盤草壁 3%、炭化物 1% 

炭化物 2% 

い，

J1171 

め@

4高 考

やや組

宮、

やや粗

やや組

やや粗

やや組

やや密

やや粗

やや粗

やや粗

やや粗

10<伺

グ ~5 三デ;GG 
電注肖:ー11

第14図 |号土墳出土遺物
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3号土域平面・土層堆積図第15図

3号土域層序観察表

図版府FfNo
色 E郡1

'1'1' 主Il 日k
色

1二
J 1 S notat¥On ゴ

1 10Y R 5/6 ~t'l 事品 シノレト 炭化物 1~o 凶:tl'i，禦 1 ~ó t子』

2 10YR4/4 事品 シノレト ペコペコ判i

3 10YR4/4 宇品 シノレト 炭化物 1% やや酷

4 10YR4/3 に Jごし、T'L宇品 シ ノレト やや寵

5 10YR5/2 l夫 T'l 宇品 ンノレト o s a 19-o J，~総理官 1 9匂 やや事11.

6 10Y R6/4 { ニ Jごし、 Þ'l~_在 シノレト lえイヒヰ知 1~ó 

7 10 Y R 4/4 宇品 y ノレ ト やや本11.

8 10YR5/3 {ニ Jごし、 ~I'l宇品 ン ノレト I:i<iヒヰ旬 2~ó ペコ』や判l

9 10Y R 5/4 に.>ごし、T'l宇品 ~ }レト ペコペコぜ.

10 10YR5/6 ~I'l 宇品 ペM や官在

11 

12 5YR5/6 町1，lJo 宇品 '" ム ロムプロ ，7

13 10YR4/3 lこ Jごし、 ~I'l宇品 ~ }レト 炭化物 39-'0 ペコペ3柑1

14 10YR4/2 !夫 T'l 宇品 ンノレト J;之fヒヰ却 19'0 0 S a 5 ~ó やや者[1.

15 10Y R 5/8 μ~I'l 判る ンノレ 1 o s a 1 9/0 官、 l軽量文

16 10 Y R 6/3 -6/4 Lこ~~: し、 Þ'l*n ロ L o s a 1 t?o 官、県1え

17 10YR4/4 事品 シ Jレ l 問、'%:i~

18 10YR5/2-5/3 }天T'l禍 ー に」ごし、1，'i:鵡 ンノレ l 曜日

19 

20 10YR4/3 に.;円、 ~I'l宇品 os-a l ~。 やや者11.

21 10YR5/2 1天 T'l 宇品 ンノレト os-a l ~o 炭化物 1~o やや判l

22 10Y R 5/2 I夜 ~I'l 宇品 ;/ )レト o s - a 15lJ-o ややキ11.

23 10YR4/4 宇品 シノレ 1 やや制l

24 

25 10YR4/3 に.>山、 ~I'ì:.宇品 シ Jレト lえ11ニサ如 19-0 ~~相l

26 10Y R 5/2 I天，W ~品 シノレト o s a 300 』やペコ制l

27 10Y R 5/2 !天 T'l禍 シノレト

28 

表 8

たす距離は200cm、約6.6尺等閑である。柱穴の深

さ20cm-37cm、柱穴掘り方は20cmx20cm前後、

柱痕跡はlOcmx llcm-16cm x 15cm程でほぼ垂

直に立ち上がる。また柱穴の周囲をめぐる溝は深

さ7cm-30cm、長さ 2m、l幅30cm-45cm程で

ある。柱穴とj馨は重複関係がない事より同時期と

宝塚Bの調査区中央部附近に壕の両壁面に対を

なして 6ヶの柱穴と 2本の浅い構が確認された。

6ヶの中主穴のキ主間は EPA-EPA'のラインでは

llOcm、3.6尺 、84.8cm、2.8尺、 EPB-EPB'のラ

インではlOOcm、3.3尺、 84.8cm、2.8尺でありや

や総長は前者が長い。 また北東より南西へ壕をわ

22 



考えられる。尚この施設は空壕B調査の際空壕B

覆土除去後、確認されており空壕Bと同時期と考

えられる。

(4)出土遺物 (第10図、 11図PLl1-13)

陶磁探(第10図、 11図、 PL11、12)

青磁 (PLl1-31-46) 31は線描きの簡略化した

剣先蓮弁を有する碗、 34は外面口縁下に横線が描

かれる。雷文の省略形と思われる。比較的薄手で

ある。彩調はグレイみの黄緑である。胎土はグレ

イ。 36は直口縁無文の碗、 42はへラ書きの蓮弁を

有する碗である。利調はグレイみの黄緑で透明感

が強い。胎土は明かるいグレイ。46は見込みに印

花がある碗である。高台内の粕は払われる。利調

はグレイみの緑、胎土はあかるいグレイである。

尚見込み部分が若干盛り上がる。

染付 PLl1-52、57は蓮子碗である。 57は体部に

梅月文が描かれる。第10図8は見込みにほら貝が

描かれるもので、やや緑色の利がかけられる。骨

付以下露胎で高台にはカンナ目を残す。第10図3

は見込みに如意頭雲を描く碗で高台脇に 2条の図

線が巡る。肌では第10図 lは低い内湾した胴をも

つもので口縁内部には四方様文、見込みには猿が

描かれる。第10図10、4同も同タイプと思われる

もので、それぞれ見込みに鹿、獅子を描く 。その

他基筒底の皿、端反りの獅子皿がある。第10図2

は端反りの小;杯で見込みには吉祥字が描かれる。

高台内まで施利され、畳付の糊は払われる。やや

灰色味の紬がかけられる。

その他 第10図7は唐津の肌で胴部がやや外反す

るもので透明粕がかけられる。9は美濃灰糊の血

で、見込みに菊の印花が描かれるもの。口唇が大

きく端反りとなる。その他白磁の端反り皿、越前

系の指鉢等が見られる。

鉄製品 (第11図15-17)

第11図15は小札、 16は茶釜、 17は鍵状のもので

ある。主秀化が著しい。

銭、銅製品 (第11図21、24-26)

24は永楽通宝、 25はj共武通宝、 26は政和通宝で

ある。21は円形の偏平なもので、表側には若干高

くなる外部があり、中央部には二条の隆起した線

が巡る。用途不明。

石製品 (第11図18-20、22、PLl7-18)

砥石、第11図18(PL17-35)は表面にのみ砥ぎ

面があり、擦痕は縦走するものと斜行するものが

ある。石質は他の砥石に比し粒子が荒く、固い。

色調はうすい黄みのピンク、断面形は長方形でや

や板状となる。第11図19(PL17 -36)は研ぎ面は

4面。右側面にやや細かい擦痕が横走する。表面、

左右側面、裏面はつるつるした感じである。裏面

及び左側面に斜行するやや荒い擦痕あり 。石質は

粒子が細かい。色調は暗いグレーである。断面形

は方形を呈する。尚表面は上下にやや碗曲してい

る。第11図20(PLl8-3)は表、裏面、右側面3

面に研ぎ面がある。断面形は板状を呈する。擦痕

はやや綴細である。第11図22(PLl8-15)は第7

図24とほぼ同様なものである。上端表裏面2面に

研ぎ面あり。PL17-59、60は砂岩質のものである。

PL17-40、37は38と同様に硬く重〈、目が荒い石

質である。37は研ぎ面が4面であり、やや荒い擦

痕が入る。断面方形である。40は研ぎ面が表裏、

上下、左側面と 5面に入る。やや細かい擦痕が入

る。

3 1号土墳 (第12図、 13図、 PL8、19)

(1)位置・概要

14K16区、 21区にあり 空壕B東側肩にあたる。

長軸 6m、短軸3m、深さ37cm程である。空壕B

附属の橋跡と隣接する。尚空壕B、空壕B附属の

橋跡との重複関係は附図、第 9図のような結果と

なったが不明な点が多々あり、来年度再報告をし

たいと考えている。

(2)層序 (第12図)

図 5-7は10YR3/4シルトに基悠磯 5%前後、

炭化物含有であり 4はソフトロームブロ ック、 9、

11は焼土粒と炭化物とロームブロ ックの層、 11は

焼土十炭化物の層である。

(3)遺物分布状況

全体として東方向は査の破片類が散乱し、中央

部にその底部が斜めに伏せられている。染付は破

片となって何枚か縦に重なり合う 。青磁碗は伏せ

られた状況、 美濃小皿は伏せられて重なり合う状

況である。表6は覆土成分表である。それぞれE

番号は覆土内陶磁器の番号であり、その内側に炭

化物が附着していたものである。それぞれ穀物の

種子が最も 多かった。またそれ以外の覆土ではス

ラッグカぜ多かった。

(4)出土遺物 (第14図、 PL19)

陶磁器、鉄製品、骨角器、獣魚、骨、炭化材が出

土した。
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図府 版序M附
層

基本層序

I 
2 
3 I 
4 
5 

6 1II 

7 1II 

8 1II 

9 1II 

10 1II 

府戸即-f ι Nn 
11'1 

)1:本府I干

I 
2 I 
3 I 
4 1II 

5 1II 

6 1II 

7 1II 

B 1II 

9 1II 
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第 16図 旧道跡土層堆積図

1m 
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表 9 旧道跡 15 L 11区卜レンチ(SPM-SPM')土層観察表

1+ 色 s出i
士 伯: 組 成 備 .Jj" 

小区分 細別 JIS notation 
10 Y R 4/4 禍 草壁 ・玉砂利含有 やや w;

l 基盤喋+砂田聖層 やや lt
2 IOYR4/4 禍 砂障壁 5% ややキIl
3 10 Y R 3/4 -3/3 日百禍 ンル卜 やや tll
4 10 Y R 3/3 1111"禍 ンノレト やや相l
I IOYR5/6+ 賀補 / )レト 基盤喋+砂喋50% やや w
2 10 Y R 4/3 にぶい賞褐 基盤砂喫 5% やや箆

3 10 Y R 4/3 にぷい11.褐 :/ )レト 砂障壁 ややtIl

A 基盤砂礁層 相l
A '"鍛砂畷府 やや w

表10 旧道跡 15M14、15M19区卜レンチ(SPNも PN，)土層観察表

時 色 E倒
j-- 判 車Jl 1止 備 .J'j 

小灰分 制I ~II J 1 S notation J-_ 色

IOYR3/2 ，'，1.1:補 シ Jレ卜 基盤喫極小 5 ~<<。 やや'/f.

10Y R 3/2 J旦褐 / )レ卜 炭化物 2% やや事IL

2 IOYR2/2 II!.褐 シルト 炭化物 1% やや干1I

10 Y R 3/4 1Ii]褐 極小基盤際10%
2 IOYR5/4 にぷい賞褐 y ノレ ト 極小基盤喋 やや'晶

3 10 Y R 3/4 11音褐 ンノレト lλ宜ら'fヒ旋竿傍お聴 1090 

4 IOYR5/6 質事品 ンルト 1ロ・ ム官岨小官ー小ム冊崎町5持9-6 時致

5 10 Y R 5/6 武褐 ンルト もA民e小盤~唖小多品L、鐙J"理化ナ抽ロ3•• ム10"0

A 砂障壁層
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部は若干外に張る。胴部にはへラ書きの蓮弁が幅

広に切られている。口縁外部にはへラ書きにより

雷文の省略された横線が入る。畳付きの秘は払わ

れ、高台内露目古となる。内面見込みは蛇の目であ

る。それぞれ口径8.9cm、器高3.2cm程である。

染付(第14図 1、2、PL19-1、2、4、6 ) 

第14図 1(PL19-1)は蓮子碗である。口縁内

外に 2条の圏線が巡り、胴部、見込みに党字文が

描かれる。尚見込み外周、高台脇にも 2条の圏線

旧道跡周辺出土遺物

陶磁器 (第14図、 PL19-1-15)釦

青磁、計4点出土した。第14図8(PL19-3) 

は低平で全体に肉厚な碗であり、腹部は若干外に

張る。Jl同部にはくし書きによる蓮弁が施されてい

る。口縁部外、及び胴~腰部分に互い違いに文様

が入る。高台内のみ露胎となる。内面見込みは直

径 2cm f，呈税が争Ijさ取られているが、蛇の目とな

らなし、。PL19の5も同タイプである。第14図 9

(PL19-8)も低平で全体に肉厚な碗である。腰

28 
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が巡る。畳イ寸きは砂が少量附着する。高台内も施

利される。第14図2(PL19-2)は端反りの皿で

ある。口縁内外に圏線が巡り、胴部には唐草、見

込みには玉取り獅子が描かれる。尚見込み外周、

高台1Ib1にも 2条の圏線が巡る。畳付きは斜めに面

が取られ、若干の砂が附着する。高台内は施粕さ

れる。尚染付は第14図 lが1点、第14図2と同型

が他に 2点計4点が出土している。第14図1は口

径14.3cm、器高5.2cm、第14図2他 2点は径12.4

cm、器高2.6程である。

美濃(第14図5-7、PL19-9 -14) 

いずれも小皿である。高台もたない皿である。

見込みには印花がある。第14図5(PL19-10)と

PL19-14のように胴部があまり内湾せずにほぼ

直線的に立ち上がるものと PL19-9， 11第14図

7 (PL19-13)のやや内湾するもの、第14図 6

(PL19-12)のように内湾の度合がややきついも

のがある。これらは口径は4.5cm-4. 9cmとやや

は、らつきがあるものの、器高は1.4cmとほぼ同じ

である。

小壷 (第14図10、PL19-15)

器高25cm、口径19cmの小型の査である。11同部

には中央に財イ寸状の隆帯が廻る。

鉄製品 (第14図3、 4、PL19-18-25)

第14図3(PL19-23)は断面円形を呈するもの

で、外周が厚さ 1mm，f呈の薄い欽で覆われ、内部

が木質となっているものである。表面には若干の

鈷が附着する。先細リとなるが、先端部は丸l床を

帯びる。木質部の更に内側に欽があるかどうかは

不明。第14図4(PL19-22)も第14図3とほぼ同

様なものであるが、木質部断面形は隅丸方形とな

る。PL19-18、24は和釘、 24は2.3寸程の大きさで

ある。PL19-19-21も釘と考えられるが極めて小

型であり、柵列跡周辺部の焼土6覆土より 出土し

た釘と殆んど同じ大きさである。長さは 7分程で

ある。

骨角器(第14図12、PL19-27)ほか

直径1.8cm、厚さ 4mm程の円盤状のものであ

る表裏面、周縁とも精綴な研磨が施されている。

表裏ともほぼ中央に径0.8mm程の穴があけられ

る。深さは0.5mm程で反対側に貫通しない。また

表面上下周縁部は斜めに削平、研磨されている。

その他獣骨、大型;魚、骨の枚官、木炭等が出土して

いる。

4 2号、 3号土域

(1) 2号土墳 (附図、第9図)

l号土媛の東にあり、空壕B附属施設で、ある橋

跡と重復している。尚この重覆関係等についても

次年度報告したい。覆土内より木炭45.7g、欽鍋、

釘彼片22g、厚き 2mm、外径3mm程の群青色の

玉が検出されている。

(2) 3号土域 (第15図)

14 L24区、空壕B北西壁面にある長軸130cm、短

軸115cm、深さ80cm程で不整円形を呈する。尚壁

面南東側は若干オーバーハングする。掘りこみ面

は基盤である。土城平扇形では中央官[Sに10cm程

の段差をもっ方形の掘りこみがある事、鉄片16.6

g、骨片2.3g、木炭311.4gが覆土内より検出される

事より火葬墓とも考えられるが明確でない。尚第

15図右は炭化物の集中範聞である。尚方形の掘り

こみの規模は約125cmx90cm程である。セクショ

ンでは覆土内には OS-a、炭化物等が含有され、

やや密な部分とやや粗の部分がある。図 1-4は

やや密である。 5以下は密な筒所もあるが、全体

としてはやや粗である。特に底面近く図20-22、

14、16には OS-aが含有される。

て二量子
p_' 'O惜し『

'> .'r:ìr;貯.~~?; .~ 

九 ii;1lJr、ijJ fjJ 

Y: jijj; f 一一

官二六
第20図 建物跡周辺出土遺物
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5 旧道跡

(1)位置 ・概要

空壕A北西側、調査区北西の小沢を狭んだ小台

地上にて旧道跡、 階段状遺構、溝、小柱穴が検出

された。

(2)旧道跡 (第17図、 PL8) 

15M13区-15Lll区、空壕A北西側壁面に長さ

9.5m、幅 1m程の旧道跡が検出された。SPN-N'

では困層序4の面が道路面となる。基盤礁を含む

やや堅致な層で整地層のIII層よりなっている。

SPM-M'は15Lll区トレンチ南壁の土層である

が、ここでは図層序6以下が道路面と考えられる。

6は基盤礁を含むやや堅致な層でIII層である。し

かし、明僚な平担面は確認出来なかった。

(3)階段状遺構 (第17図 PL8) 

15M13-19区、当台地の中央部にて検出された。

最大幅1.7m、長さ 6m程である。尚当台地は I

-III層の堆積が薄〈基盤まで25cm程である。平

面形は浅く短い講を横に平行に何本も掘り階段状

としている。j蓉は西側で長さ100cm、深さ 5cm、

中央音liは長さ1.7m、深さ 9cm、東側で長さ80cm、

1采さllcm干呈となる。EPA-A'によるとゆるい傾

斜の階段状とな り空壕Aへ向かっている。しかし

その延長は空壕A壁面には見られず、空壕At廃底

部には至らない。掘りこみ面はIII層及び基盤であ

る。

(4)溝・柱穴

階段状遺構北東側、当台地肩附近にて 3本の浅

いj蒋が検出された。 3本はそれぞれ重複関係にあ

り内倶IJが一番新しい。一番新しい溝は幅60cm、長

さ3.6m、深さ20cmである。 3本の溝とも底部に

小柱穴らしいものは見当らない。またその外側の

台地縁辺では講を囲むように小柱穴が検出された

柱穴はいずれも深さ 5-10cm程で浅い。これら

様、柱穴が検出された周辺は I層のみの堆積と

なっており、いずれも基盤が掘りこみ面となって

いる。尚15M18、19区階段状遺構周辺に柱穴群が

散在する。掘りこみ面はIII層か基擦であるが、規

則性がなく深さも 6-l1cm程と浅く、階段状遺

構、その他との関連性は見出せない。

(5)出土遺物 (18、19図、 PL12-15、PL10-57)

陶磁器

青磁 PL12-47は皿である。見込みの利が剥ぎ

取られている。高台畳付きは面取りがなされ、高
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台内は露目台となる。手由調はにぷい黄緑、胎土はク

レイである。

染付 第18図 lは端反りする大型の皿で口径

16.5cm、底径8.4cmである。胴部には が描か

れ、見込には が描かれる。高台畳付きは斜め

に面取りされ、砂が附着する。高台内は施紬され

る。

第18図2(PL12-51)は碁筒底の皿である。口縁

外には波頭文が描かれ、胴部には芭蕉葉文が描か

れる。見込みには草花が描かれる。 4は低い内湾

した胴をもっ皿てある。胴部は折枝文、高台内に

は2条の圏線で固まれた弘治年造が入る。見込み

には山水、人物が描かれる。尚高台内の弘治年造

は駐2この陶磁器の実年代である。ちなみに西歴で舟

は1555年-1557年である。 PL12-52は胴部に芭蕉

葉文の略化した文様をもち、胴部が中央より外反

する皿である、見込み外周は雷文、中央には牡丹

が描かれる。高台内畳付きの柑は払われる。見込

みには富貴佳賞が描かれる。その他口縁部破片で

は内湾し外面に折枝文、内面に四方修文をもつも

の等がある。

唐津第18図3(PL13-24)は沓型碗である。

第18図7、 8 (PL13-4、 8)は灰手IbのJ[[lである。

8はやや腰の張る皿である。見込みにIJ台土目績の

痕跡を残す。 7の柑調はにぶい黄緑、 8はグレイ

みの黄緑である。第18図9(PL13-23)は灰秘の

碗である。手曲調はにぶい黄緑。第18図13(PL13-

1)は唐津の大皿で内面に鉄紬で絵が施される。

口径2l.2cm、器高6cm、切高台、高台内は露胎

である。手Jll調はグレイみの黄緑である。

志野 第18図6(PL14-1 ')は全体に肉厚な皿

である。全向に貫入が入る。見込み、高台内に重

ね焼痕有。手由調は明るいグレイである。第四国5

(PL14-4)は向付と呼ばれるものである。腰部

附近より外反し、口縁でやや内湾する。口唇は曲

線となりややゆるい波状となる。口縁内部~胴部

には区画文が入り、見込みには草花が描かれる。

いずれも鉄粕で描かれる。底部は三基の脚が肘付

されている。幸由謂は乳白色を 呈する。その他

PL14-3、 5、6、11-14等がある。

越前 第19図15(PL15-31)は口唇断面形は丸

味をなし、水平に近くなるもの。内面口縁下 1cm 

の所に凹線が廻る12条1単位の卸し目が4cm間

隔で入る。卸し目は凹線の上からも施される。第



19図16は口唇の断面形が鋭角であり、外面口端直

下で、やや直立気味に立ち上がる。内面口縁下に段

が廻り 9条単位の卸し目が cm間隔で入る。卸

し目は段の上からも施される。

銅製品 第19図17は小柄である。柄の部分のみ

残存する。

骨角器第19図18(PL18-25)は中柄である。

先端部を欠損している。海獣骨製。第19図

19 (PL18-29)は14K16区1号土壊にて出土した

ものと同類である。表裏面に径 1mm前後の穴を

6ヶあける。反対側へ貫通しない。深さは0.5mm

程である。表裏面、周縁がていねいに研磨されて

いる。表面はやや内側へ凹む。

石製品 第19図20(PL18 -12)はこね鉢引であ

る。外面はよく研磨されている。口唇内面に幅1

cm程削平した面を作る。器内はやや平滑となる。

第四国21(PL18-9)は茶臼の下臼である。受け

皿音[1には図示していないが、中心より中内部まで

同心円状の擦痕が多数見られる。受け皿下の台部

分にも同心円状に荒い擦痕がある。

6.平担部建物跡

(1)位置・概要

空壕B東側に昨年度と同様に平担面が広がって

いる。空壕B東側112m程までは!日地表面のIVa層

がある。これより東はこの上に空壕B掘り上げ土

等を盛土し、平担面を作り出す。この盛土整地面

にて建物跡が検出された。尚焼土、その他との関

係は充分検討できず、調査不充分であるため、柱

穴列等から想定した。

(2)建物跡

①第 1号建物跡 (第21図)

調査区南端で検出した。2間x3聞の東西棟。

柱聞が不揃いである。南北4.18m、東西5.87m、面

干責は24.54m2である。

②第2号建物跡 (第22図)

調査区南端で検出した。2間X3聞の南北棟。

柱聞が不揃いである。南北4.72m、東西4.36mて

面積は20.58m2で、ある。第l号建物跡と重複関係

にあり、当建物跡が新しい。柱穴では P118とP

194、P153とP93、P127とP129、P202とP138 

が重複関係にある。また一点破線で図示した建物

も隣接している。さらに南側は未調査のため全体

を検出出来なかった。

③第3号建物跡 (第23図)

調査区中央部で検出した。2問x2聞の南北棟。
東西の柱問は P41-P43-P65が5.2尺、 8.8尺P

P 175-P 78も5.2尺、8.8尺となる。南北5.81m、

東西4.24m、面積24.63m2である。尚点線で図示し

た建物跡も想定されるが明確でない。その他調査

区中央部では第24図のように 3軒程の建物跡が想

定されるが明確でない。

④第4号建物跡(第25図)

調査区北端で検出した。3問X2聞の南北棟。

柱問は不揃いである。南北5.2m、東西2.85m、面

積14.82m2で、ある。

(3)出土遺物(第20図、 PLl4-15-35) 

1は白磁の端反りの小皿て、ある。口径8.9cm、器

高1.9cmである。高台内とも全面施秘され、畳付

きには砂が付着する。その他青磁では線描きの食11

先蓮弁文碗、染付は見込みに吉祥字が施される碁

筒底の皿、美濃の剣先蓮弁文の碗等がある。越前

掲鉢、かめ等もある。 (斉藤邦典)

註 1 柵列跡周辺、空壕B周辺、平担部建物跡

規模等は鈴木亘先生に御教示を賜わっ

た。誤りは筆者の責である。

2 九1'1-1陶磁文化館大橋康二氏に実見して

頂き御教示を得た。誤りは筆者の責であ

る。

3 石川県立埋蔵文化財センター 垣内光次

郎氏に実見して頂き御教示を得た。誤り

は筆者の責である。 (斉藤邦典)
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表 11 陶磁器集 計 表 接接合前総破片数

産地 釦l 似 [j;1 産

ぷ訳詞喧別 ，'，匝1' 1植!J~!l:付み松朝鮮小，:1 F反償軸眠，.軸 志'1 底iIφ 小.:1 碗皿Jt 越前珠洲 I，i'~'府J かわらけ小，:t イ .1 J斤 111 保，，1
以t 37 2 I 24 63 6 9 61 35 21 84 84 
阻 91 61 96 166 30 2 68 234 234 

概 2手

)i11 
担

許むJ

跡、 指針 51 52 52 

周
盟壷鉢 24 95 95 
袋拘

辺 その他 4 5 5 6 

JI 471 63 121 231 37 10 12 I 36 95 326 122 24 148 474 

6争4 21 4 1 34 59 9 10 20 79 79 
皿l 131 81 103 198 56 5 I 28 90 288 288 

~手- 2手 2 2 2 2 

I話
世

許炉

湖、 指鉢 69 69 69 

周 世1金持 61 25 86 86 
続物 3 3 3 

辺 その他 3 3 4 4 4 8 

35 I 87 137 260 66 11 8 I 29 114 374 133 25 4 162 536 

砂4 13 13 13 13 
IDI 5 14 19 6 6 25 25 

l 
t手
宣孟

号 丹 b'
t古品

土 賞品，持 37 37 37 

jJl、
佐拘

その他

" 5 27 32 6 6 381 37 37 75 

刷 7 11 18 2 9 12 30 30 
国l 4 I 68 81 153 18 8 I 46 72 225 225 

111 t手

辺
盤

司「カ』

制t 指件 29 29 29 

応l
型企;;. 20 21 21 
袋拘

j!1 その他 18 18 18 18 

11 681 92 171 18 2 I 27 55 102 273 49 l 50 323 

‘~t 6 3 11 20 2 2 4 24 24 
皿 2 17 I 25 44 I 26 ヲ 3 31 75 75 

，日:
I( ? 4 4 4 

午拘
世 2 2 2 2 
{r 1;; 

臨時 描件 17 17 

周 虫イ:~件 36 2 38 38 
最拘

辺 その他

11 21 38 70 I 28 4 3 35 105 53 2 1 56 161 

6歩4 6 2 6 14 5 7 21 21 
m 5 I 24 34 63 17 2 10 29 92 92 

表 I( 

1孟
{r か

指1> 5 5 5 
盟'i.~件 6 6 12 12 
袋物 4 5 

1:+: そ町他 4 5 

12 I 26 40 78 17 5 ， 11 40 118 11 6 17 135 

腕腕

品可
IDI 
J(-

1'10 世

I出 丹 b;

区 拡品 l 1 

外 世壷鉢 3 3 3 

表 品物

Jよ そ町他

JI 4 4 4 

腕 77 11 99 187 17 I 28 81 11 64 251 251 
皿 38 I 251 353 643 153 4 17 I 122 296 939 939 

総 1(. 3 3 r 3 7 
世 3 3 2 3 
古炉 2 9 2 
措;鉢 172 173 173 
世世鉢 23-1 58 292 292 
袋物 32 3 3 3 
そ町他 2 2 29 30 6 6 38 

L'21J~65~ 842 172 I 32 54 I 134 392 1234 409 58 6 4741 1708 
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III IJ、括

(1)柵列跡周辺

柵列跡内側より柵列を支える控柱が検出され

た。柱穴は掘り方も大きく、深い。春~夏にかけ

ての東風、冬期聞の北、北西の季節風に対拠のた

め、かなり頑丈に作られたと考えられる。他地割

面 1-8号の台地肩で検出された棚列では控柱的

なものの検出がない。また当初予想されていた矢

倉、桟敷等は確認出来なかった。その他当地区で

は10基の焼土が検出された。焼土は調査区南16L 

5、16K1区附近に集中し、その分布に偏りが見

られる。覆土内より木炭、獣魚、骨、スラッグ、鉄

製品、陶磁器片、鍛造剥片、粘土塊が検出されて

いる。粘土塊はすべて加熱されている。焼土4

-6、8-10より検出された。いずれも1.5kg-2 

kgと多量である。それぞれ表面には板によると思

われる圧痕棒による圧痕等が見られる。獣魚、骨は

焼土 1-10すべてに検出された。陶磁器片はそれ

ぞれ割れ口が鋭角をなし、大きさは 3mmX 4 

mm程と極めて小さく、人為的に打ち砕いた感じ

てある。焼土l、3、4、6より検出した。鉄製

品は焼土 1-4、6、8より検出した。釘が多い。

大きさは27mmx6 mmX 4 mm程と極めて小さ

い。また24mmx8 mm程の鈴も検出している。

これら釘、鎚は通常出土するものよりはるかに小

さく、釘ではE頁音日のないものもある。スラ yグは

焼土 1-3、5、6、8、10では 4mmX 3 mm 

大の極小のもの、焼土4では50mmx20mm大の

ものである。

これらの事よ り粘土塊は本州の他遺跡目では

窯壁に使用されているものと写真で見る限りでは

全〈同じである。勝出館では可能性のある用途と

しては鍛治が考えられる。地面に敷いて鍛治の際、

下からの湿気を防いだか、あるいは羽口の周辺に

張りつけたもの加 と考えられる。骨片は鉄を溶解

しやすくするのに使用された引と考えられる。ま

た四季を通じて極めて風通しが良好な場所であ

る。特に焼土2、6では柵列の外に位置するため

風がまともに当たる。これら風通しの良い所は鍛

38 

j台場としては好条件である。註4

(2)土域

1号土療については従来まで検出されなかった

ものである。出土した遺物より青磁クシ書き、へ

ラ書き蓮弁文碗は15世紀、染付端反り獅子血、党

字を描く蓮子碗、美濃小皿等は16世紀前葉~中葉

のものである。これらよりこの遺構の時期は16世

紀前菜~中葉と考えられる。尚この土城、 2号土

嬢については、その性格、他遺構との関係等未だ

検討中である。 3号土壌は墓の可能性が強い。

(3)旧道跡

階段状遺構、旧道跡、は掘りこみ面等より館の時

期と考えられるが空壕Aその他 との関係が明確で

ない。また様、小柱穴についても不明な点が多く

この小台地全体の調査にまつ所て・ある。

(4)遺物

陶磁器では青磁のへラ書き蓬弁、線描きの剣先

蓮弁、染付の蓮子碗、端反り皿、碁筒底皿、内湾

気味の低平な皿、唐津、志野の碗、 皿と15世紀-16

世紀末葉まて、勝山館存続期間全般にわたってい

る。特に志野の筒型碗、向付等は喫茶に関するも

のである。鉄製品は釘、鍋が多〈 小札も若干出土

しており、昨年度とほぼ同様である。石製品は砥

石、硯が出土している。砥石の出土量が多〈、荒

砥、中砥、仕上げ等に分けられる駐5と思われ、石

質、形状も種々ある。また陶磁器は棚列跡へ帰属

するものが少なくないと考えられる。(斉藤邦典)

註 1 秋田県仙北群南外村大畑窯跡発掘調査報

車
田
止
ロ

2 開拓記念館 小林幸雄氏の御教示によ

る。誤りは筆者の責である。

3 開拓記念館小林幸雄氏の御教示によ

る。誤りは筆者の責である。

4 開拓記念館小林幸雄氏の御教示によ

る。誤りは筆者の責である。

5 石川県立埋蔵文化財センター 垣内光次

郎氏の御教示による。誤りは筆者の責で

ある。



IV 保存処理

1.木製品

今年度は昨年度までにPEG含浸処理を完了し
た木製品のうち640点をエタノールによる表面処

理を行った。その内訳は食膳具である箸、菜著、

はさみ串、飯ベラ、折敷、生活用具である栓、取

手、下駄、曲物底、建築用材である柾材、角材、

板材、杭、武具である中柄、革官、銀、その他用途

不明品である。

2.鉄製品

1600点の処理を行った。従来通り錆除去、メタ

ノール脱水、パラロイドNAD-10のナフサ溶液

20%、30%による減圧含浸、接合、顔料補彩を行っ

た。特に錆除去についてはコプ状錆等、頑固な錆

が多〈、無理に除去すると本体も損傷するため、

最善の注意を払った。処理の内訳は生活用具の鍋、

鍋つる、火打ち金、亭引き金、建築用具の釘、鎚、

農工具の締め金具、武具の小札、 小柄、 小万、そ

の他用途不明品である。 (斉藤邦典)

② 
23K6 23 K 7 23 K8 

。。門一
唱詩

11，300 

縁石，白ミカゲ石割り肌仕上げ

150 * 150 * 600 

穆

縁石;白ミカゲ石割り肌仕上げ

100 * 100 * 200 * 
色砂利敷

場 6襲

"-==孟--ニl

第26図環境整備(8号地割面掘立柱建物跡)
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V まとめ

勝ILJ館の主体音ISは三段の大きな平1B商をもって

柿成されている。40。前後の斜度で5m余の段差

のある第一、第二平坦面聞の形成を明らかにする

調査は二年目である。

館の中央を北東から南西に自然探勝路が縦断す

る。前年度のこの道路の南半音ISの調査により、第

二平i哩商端部における柵列、第一平坦菌における

二条の空壕跡、墓績と思われる土境、空壕外側の

J府立柱、竪穴建物跡等の遺怖が検出されたが、猶

未解決の問題を残していた。又北半15LlO-15区

に卜レンチを設定し二条の空壕の延長、住穴等の

j立構の存在が確認されたところである。

今年度は自然探勝路の北側を対象として発掘調

査に臨んだ。

第二平坦面の柵列跡は調査区内で数条検出され

た。内側の最も新しいと推された一条だけが掘り

上げられている。又、これを支える控柱かと推さ

れる泣椛が想定された。他方この棚列に直交する

構(柵?)の一部が検出されており、その性格と

も併せ検討することも必要かと思われる。

州}列を跨〈形で焼土溜りが検出されたが、棚}列

との前後関係・位置を含め更に検討することが必

要であろう 。焼土l、焼土6から抽出された青磁

片は再火熱を受けているが、焼土3から抽出され

たず7磁の細片にはその跡が日月らかでない。

棚列が構えられた第二平坦面の端部は盛土成形

されており厚い所て'は80cm程にもなる。その斜

面の角度は約40
0

であり、若干の崩落は想定される

が、下位の空f衰の位置からしても、相IJII列の前方に

それ起の空間は想定できそうにない。棚列のj韓は

この上回からの掘り込みであるから検出はむずか

しいところで・もある。

本地区出土遺物中に志野・唐津をはじめ美濃(p

L. 11-1-4、12-63)染付(10-52)等の一

群がみられる。このうち10-33，13-22、14-4 

等は他地点では従前見られなかったものである。

後世、耕作時等の移動も考慮、しなければならない

が、茶臼や信楽壷? (16-18)、茶釜(17-21)等

とともに第二平坦面の性格を考える資料のーっと

できそうである。

一方、焼土中の粘土塊や、ノミ?等の出土品も

40 

更に検討する必要がある。

二条の2出家のうち規模の大きい内側のA と仮~!J;

するものは北東に折れて寺の沢に切り落される。

これは前年度調査の南端部と同じである。只、南

端で見られた壕が二又に分れ、他の一条が第二平

坦面の裾に廻りこむ形状は検出されていない。或

いは更に北東方の調査が必要かとも推される。

Bと仮称する壕は沢にほぼ直線的に切り落され

ていることが判った。これによリ前年度調宅をE区て

は

かつたBの南東端もほぽ同様の形f態怠カか冶と推され

る。

B の壕をiJ主る橋の柱跡等が検出されたが、この

ため63年度の土層観察は再考する必要が生じた。

中央が未発掘ではあるが、単純に真中に通路を設

けるというスタイルではないようである。又この

柱跡に隣接して土岐が検出された。土1院内からは

裂、腕血が一指出土している。陶磁誌が検出され

た下位には焼土層が堆積し、床、壁面の状態は明

石在ではないが火を用いた可能性が高い。-j再出土

の碗JUlryす1は全て再加熱を受け、又裂の底許1¥等にも

痕跡がある。出土時に下位であった裂の内壁には

炭化殺物が付着し、 一部痕跡も見られる。円盤状

の官製品、!ò):)d~l，骨も火熱を受けている 。 尚、炭化

殺物は枝径が小さく、肉眼観察では前年総谷先生

により快キビ。と同定されたものに類似している。

又、設以外の陶磁器に密着していた土峻中から同

じ種子が検出されている。裂との出土位置関係等

から、これらの陶磁器が衰の内部に埋納されてい

た可能性もある。骨製品は大坂城から複数の出土

例があり遊戯具類とされている。誌l

この土岐は、 2、3号土岐と一連のものとして

63年度調査の南東部の土墳群に対応するものとも

解されるが、陶磁器の一括埋納等から別な性格が

考えられる。又土媛の形成時期は宝塚Bの構築年

j-tともl剥JAするところである。
第二平坦箇北斜面下に小さな平規而があり、唐

津、志野をはじめとする陶磁器がまとまって出土

した。自由の終末期を示すと推される一群の造物が

比較的原形に近い大形の破片を含み出土したが、

出土状況その他遺構の性格を明瞭にできるものは



ないようである。尚、 PL10-33・52・62、11

7 . 57、12-63、13-3・17・22(24は同一個体

か)、 14-2 -5、16-17、等は第二平坦面概列周

辺出土陶磁器片と接合するものであり、他の造物

も本来第二平坦面に帰属すべきものが多いのかも

知れない。

従来勝山館跡から志野鉄絵の類は殆んど出土し

ていない(55年度出土の一片が今年PL.14-2、

3と接合した)。唐津砂目積のものが出土しないこ

とと勝山館跡終末年代を示唆する文献の記述とを

併せ向更にこの期の総体的遺物量の減少傾向か

ら終末期の閑散とした様子を想定していたところ

である。 しかしながら今年度出土品の質 ・量はこ

の館が末期になってもなおかなりの位置を占めて

いたことを想わせている。文献の記す天正17年 4

月、 5代慶広 (初代松前藩主)の上ノ国滞在も註ミ

勝山館内と考えられよう。

猶こうした所謂桃山陶器の出土年代については

本遺跡が北辺の地であることなどからも慶長後半

~元和以降に比定すべきとも推されるが、勝山館

跡直下の大il町湾 ・上ノ国漁港遺跡や上ノ国市街地

にみられる砂自殺唐津や初期伊万里註旬、館内から

出土していないこと、豊臣後期遺構面出土染付制

等に類するものが殆んど出土しないことなどと

いった本館跡及び周辺の状況と、唐津の京都等で

の出土上限を天正期とする鈴木重治氏等の見解

や設6天正13年頃を初i原とする志野 (大窯V)に唐津

沓形碗が伴うとする井上喜久男氏の見解とその資

料中の向付町或いは長石糊(志野)による茶陶が

量産される大窯後II期の開始を1580年代とする伊

藤嘉章氏の見解註そや井上氏の編年表註9などの料、|

における年代観註10と日本海を通じての搬入速度

等を併せ、今少し慶長のはじめまでという記述に

その下限を持ちたく思う。

本年度検出の各遺構については若干の検討すべ

き部分が残った。その中で柵列跡、に控え柱が怨定

できたのは一定の成果であろう。一方様外側、北

東の平坦商には一、二の竪穴遺構も予測されると

いう。南東半の焼失遺構、遺物の分析等も含め課

題は多い。優品を含む館終末期を示す悶磁禄がま

とまって出土したことは収穫である。終末期にお

いてなお充実した様相は館の廃絶理由の一つを否

定するものであり、近世初頭の上ノ国村の様子を

採る手懸りともなろう。

次年度は壕の中央部分を中心とした調査の予定

である。年々増加する課題を一つでも解決し勝山

館の実態に迫りたく思う。一層の御叱正と御指導

をお願い申し上げたい。 (松崎)

註 1 大坂城跡 III 1988 大阪市文化財協会

(鈴木秀典氏にご配慮を賜った。)

2 東遊雑記古川古松軒寛政元年 (平凡

社 東洋文庫版古城跡一回各一松前

候の御先祖代々居城し給いし山一略一慶

長の初めに今の松前の地へ移し給いしこ

とと案内の者の物語なり。j

3 新羅之記録正保三年 (新北海道史第

7巻資料一)

福山秘府安永九年 (新撰北海道史第

五巻史料一)

4 上ノ国漁港遺跡 1987年上ノ国町教育

委員会

5 注 1に同じ

6 r生活遺跡出土の唐津陶」鈴木重治 島
根県立博物館調査報告 3 1982年 (八

戸市博物館佐々木浩一氏にご配慮を賜っ

た。)

大坂城跡の石山本類寺WJから盟臣氏大坂

城期にかけての国産陶磁持 中川信作

大坂城跡 III 1988 大阪市文化財協
b. 
ヱス

7 r大坂城三の丸跡における初期近世窯の
様相」 井上喜久男大坂城三の丸跡

II 1983年

8 r瀬戸 ・美濃における大窯生産」 伊藤
嘉章岐阜市歴史博物館研究紀要 2 

1988年

9 r美濃窯の研究(一 15-16世紀の陶
器生産井上喜久男 東洋陶磁 15・16

1988年

10 大橋康二、垣内光次郎、工藤清泰、佐久

開設士、藤淳良祐の各氏からご教示を

賜った。記して感謝申し上げたい。
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